
 

 

第４回 「歩きタバコをなくそう！新宿フォーラム」の報告 

 
 

実施日時  平成 16年 10月 19日（火）午後７時から９時 

場  所  区役所５階 大会議室 

課  題  どんな注意の仕方があるのか、効果的な宣伝・啓発は？ 

（みなさんのアイデア・提案を基に） 

参加人数  ６２名 

 

概  要  前回の概要        事務局 

テーマ設定（みなさんのアイデア・提案を基に） 

１ いただいた提案の発表 

２ もう一度、新宿区の基礎資料の説明 

      会議ルールの確認 

全体討論 

 

アンケート  回収数 ３３通 

 
 
前回の資料等、詳細は新宿区のホームページ（環境土木部環境保全課）内の「歩きタバコ

をなくそう！新宿フォーラム」のページをご覧ください。 



第４回「歩きタバコをなくそう！新宿フォーラム」会議録概要 
 
 
１．開会 （座長） 
２．前回までの概要 （事務局） 
３．テーマ設定  
 (1) いただいた提案の発表（事務局） 
 (2) 新宿区の基礎資料の説明（事務局） 
４．会議ルールの確認（座長） 
  ・配布された資料「具体策の提案」に載っているテーマに従って、１テーマ約 20分で

進めていく。 
  ・発言の際には、在住・在勤・繁華街関係者・来街者等の別を言ってから発言する。 
５．全体討論 
《テーマ１：効果的な宣伝・啓発》 
【大通り商店街・男性】もっと区が来街者に歩きタバコをやめるよう知らせる努力をして

ほしい。駅から歩道に出てやっとタバコが吸えると思っている人に、商店街のもの

が注意すると本当にがっかりされるからだ。「具体策の提案」の中で共感を受けたの

は、他区と協働してテレビスポットで PRするというものだ。それから、「声が出る
ポスター」をぜひつけてほしい。それを紹介したいと思い、仲間を連れてきた。 

【買い物などで来る来街者・男性】音声の出るサインプレートを販売しているので、見本

を持ってきた。（横浜で視覚障害者にトイレを知らせるサインプレートを示す。） 
【大通り商店街・男性】これは人が 2メートル 50のところに近づくと声が出るものだ。駅

から出てきた人に対して効果的だと思う。 
【在住で在勤・男性】手の中にタバコを隠して歩いていれば安全というものではなく、タ

バコは火よりも煙の方が問題。 
【在住・男性】大学では歩きタバコについて真剣に考えているようなので、大学に PRすべ

き。企業に働きかけるために、区の職員が企業の朝礼などにでかけていくのはどう

か。ここに「暴力団トップに要請する」という意見があるが、これは非常に難しい

と思う。 
【在勤・男性】このフォーラムには歩きタバコが嫌だと思う人しか来ていなくて、実際に

歩きタバコをしている人たちは来ていないと思う。ここに来ていなくて、歩きタバ

コを注意してもうるさがるような人たちにどうやって分かってもらうか。歩きタバ

コをしている人と嫌がる人との意識のずれが問題だ。先ほどの暴力団に要請すると

いう提案は私のものだが、ひとつのアイディアだと思ってほしい。 
【在住で在勤・女】タバコのパッケージには、喫煙者が自分以外の人の健康被害を認識で

きるようなものにしてほしい。あと、子供の見ているところでは喫煙をしないでほ



しいので、「歩きタバコをやめましょう」というのもいいが、「喫煙所以外は全て禁

煙です」としたほうがいい。 
【在勤・男性】新宿はかなり効果を上げていると思う。もっと高いレベルを求めるなら、「歩

きタバコ厳禁」というような分かりやすい言葉を用いるのがよい。 
【西口商店街・男性】今さら具体策を聞いても仕方がない。区がどうやって予算をつけて

やっていくかの問題だ。もっと集中的にキャンペーンをしてほしい。そういう場所

を増やしていって面的に拡大していってほしい。 
 
《テーマ２：新宿に適した分煙の方法》 
【座長】喫煙スポットの設置場所に関して、ご意見はあるか。 
【在住・男性】先進区と言われる渋谷は副流煙がもうもうで、分煙になっていない。分煙

とは、受動喫煙を防がないと意味がない。分煙のための場所もお金もないのは分か

るが、税金を使うのではなく、喫煙者や JTが費用負担をすべき。 
【来街者・男性】新宿は安心して歩ける場所が少ない。受動喫煙を防止してほしい。 
【在住で在勤・女】私は分煙にしてほしいと思う。タバコの煙の有害性は換気扇や空気清

浄機では除去されきれないと言われている。JT等に煙の浄化装置を作っていただき、
公の場所に無償提供していただきたい。健康増進法 25 条から見て、今の新宿区の
分煙の形では意味がない。 

【男性】今の空気清浄機のことに関して、原子力発電所に性能のいいものがあるが、費用

がかなりかかる。喫煙者に費用負担してもらったらどうか。 
【来街者・男性】千代田区に勤務しているものだが、千代田区は条例が施行されたとたん

に駅前の煙がピタッとやんだ。千代田区は喫煙所をつくっていない。新宿区でも喫

煙所を作らなくてもできるのではないか。電車を降りたとたんに吸い出すのが一番

の問題だが、喫煙所を作らなくてもなんとかできるのではないか。 
【在勤・男性】新宿区に適した方法などなく、全国共通だと思う。首都圏から人が集まる

この新宿で区長が先頭に立ち、新宿発で歩きタバコをやめましょう、と全国へ広げ

ていってほしい。 
【座長】分煙ではなくて禁煙で解決できるという意見が何人か出ているが、分煙のほうが

いいという意見の方はいらっしゃるか。 
【男性】分煙の場所も必要だとは思うが、あんまり作る必要はないと思う。 
 
《テーマ３：新しいルールづくり》 
【在住（まちづくりの会）・男性】まちづくりの会で話していることを申し上げる。 

１．歩行喫煙を禁止する。 
２．特別指定地域での歩行喫煙とポイ捨てに、過料（2千円）制度を設ける。 
３．従来のポイ捨てに対する罰金制度は存続させ、悪質者は区が告発すると条例に



うたう等、罰金制度をリフレッシュする。 
ここまではまちづくりの会で提案していることで、これに私が付け加える。 
４．例えば、歌舞伎町とその周辺地区を安全、安心、美化の特別指定地域とし、こ

の地区内では警察官と役所職員の業務を相互に乗り入れできるようにする。つ

まり、役所の職員だけでなく警察官も過料をとれて、警察官だけでなく役所の

職員も罰金をとれるというふうに。 
５．４の地域を拡大していく。 

【男性】人のことを考えない自己中心的な人が増えている。こういう世の中にしてはいけ

ないというメッセージを大人から発信すべき。対策はこれだけたくさん出ているの

だから、この中から経済的で効果のあるものを取り上げていけばいいと思う。新宿

区長に、自己中心的な行動をやめるようにというメッセージをだしてほしい。 
【在住・まちづくりの会・男性】駅の出口の灰皿を撤去したら、駅周辺の吸殻は減ったが、

ポイ捨てが広範囲に広がったのも事実だ。啓発の言葉の工夫が必要だ。「あなたはい

い人だから歩きながらタバコを吸うようなことはしないでしょうね。」というような

言葉を使うなど、心に訴える工夫がいる。声をかけにくい相手には目で訴えるのも

必要なので、腕章・チョッキ・ゼッケン等に啓発の言葉をつけてそういう人の前を

歩くのも、キャンペーンのひとつの方法だと思う。 
【男性】ルールかマナーかというスタンスが決まらないと議論にならない。条例でやるん

だと腹をくくるのが大前提だ。過料を取る場合の公平性というのが話題になるが、

見つけたら必ず取るということが公平性になる。過料を取る千代田区と、渋谷区や

港区の現実を比べれば明らかだ。 
【男性】もしルールをとったとしたら、過料を取るのが暗黙の前提になっているが、新宿

のような繁華街で歩きタバコをすることは犯罪なので、過料ではなく罰金をとるべ

きだ。 
【在勤・女性】一刻も早く歩きタバコがなくなってほしいので、実現できそうなことから

一つずつ、今すぐできることから始めてだんだん厳しくしていってほしい。最終的

には厳しい条例をつくるべきだが、それを実現するまでに、今できる分煙を進めて

ほしい。 
 
《テーマ４：地域での役割分担と協力体制》 
【埼玉在住・男性】タバコの毒性を認識してほしい。ボランティア参加は大切だが、子供

の参加は危険すぎる。 
【在勤・男性】高田馬場や歌舞伎町などでクリーンキャンペーンをやっているが、参加者

は区の呼びかけで来た商店会などの人が多い。地域で社会奉仕活動をやりにくい雰

囲気がある。警察官は人員不足だから、歩きタバコのために罰金をとるくらいなら

他のことをやれということになると思うし、過料を取ることになったら区の職員の



人件費がかかる。要するに税金が使われる。それよりも私は、議員の方たちにお願

いしたい。新宿の美化のために応援してくれとまちの人たちに議員が声をかけて、

グループを作って清掃すれば税金がかからない。 
【座長】新宿に通っていらっしゃる方から、役割分担についてご発言は？…では、考えて

いただいている間に、新宿区に在住の方から、在住の立場でどういうことができる

か、ご発言は？ 
【在住・男性】役所主導で役所のレールに乗った活動でなければ、地域の人たちが協力で

きないというスタンスは捨てていかなければならない。「協働」という言葉が宙に浮

いているような気がする。 
【座長】今日は参加者がそれほど多くなく、ご参加いただいた以上一回は発言していただ

きたいので、まだ発言されていない方に私のほうからご意見を伺いたいと思う。ど

うぞ。 
【女性】私は千代田区方式のルールがいいと思う。 
【座長】隣の方。 
【在住・女性】ルールを決めてもらったほうがいい。 
【座長】区議の方がお出でなので、どうぞ。 
【区議・男性】議員によってやりたいことのテーマが違うので、先ほどの提案は難しいと

思うが、区議にぶつけてみるということはやってみてもいいと思う。 
【座長】その後ろの若い女性の方。 
【上智大学生・女性】大学で路上喫煙の規制について調べているが、今回と 2 回目のフォ

ーラムに参加して、新宿の人たちの意見が聞けて有意義だった。タバコを嫌う人が

多くて、タバコが好きな人が理解を求めるのが難しいと感じた。だから分煙という

手段でないと無理だと思う。 
【大通り商店街・男性１】議論がオール・オア・ナッシングというか、ゼロか全てかみた

いになっているが、基本的には段階的にやっていくしかないと思う。タバコを 1箱
2 千円にするというのを新宿から広めていってはどうか。そのくらい高くすればお
いしく感じるところで吸いたいなって歩きタバコが減るのでは。 

【在住・まちづくりの会・男性】歩きタバコは絶対にやめましょう、という大きなのぼり

があるが、もっと小さくていいから数を多くして間隔をできるだけ狭くして立てた

方が、目に訴える効果が大きいと思う。 
【男性】1箱 2千円に賛成だが、タバコ事業法をかえないと無理。先ほど「タバコが好きな

人」「嫌いな人」という言い方があったが、好き嫌いではなくてニコチン依存という

視点を持ってほしい。役割分担という観点からいうと、タバコ業者の役割は大きい。

タバコ業者の責任は行政がきちんと指摘しなければならない。なるべくタバコ業者、

JTの経費と人手で効果を挙げるようにしてはどうかと思う。 
【千代田区職員・男性】地域での役割分担という話が最後に来ているわけだが、先月も触



れたように、このことは条例で罰則を設けることより重要なポイントだと思う。現

場にいて思うのは、役所だけでは限界があるので地域と協力し、通勤者や学生も取

り込んでやるのが有効だということだ。役所の決断も必要だが、まちの決断も必要

だ。 
【横浜市在住・男性】健康増進法が施行されて駅構内が終日禁煙になっている中、新宿区

の分煙は流れに逆行していると思う。問題の根底である受動喫煙そのものを問題に

してほしい。 
【男性】車の排気ガスと同じように、あまり害のないタバコをつくってほしい。現に、あ

まり煙の出ないタバコが出ているので、そういうのに変えていただきたい。 
【座長】子供たちを巻き込むことについての提案が配布資料の中にあるが、子供たちを参

加させるのは危険だという意見があったので、このことについてご意見のある方。 
【女性】路上で子供たちに吸殻を拾わせるなどというのは危険だが、例えば学校の授業の

一環として歩きタバコ防止のポスターコンクールをやるなど、やり方で子供を巻き

込んだほうがいいこともある。 
６．次回の設定（事務局） 
７．閉会（座長） 



第４回（１０月１９日開催）アンケート集計結果
アンケート回収数　３３通

設問１ 本日のフォーラムでの議論をふまえ、歩きたばこ対策に関する具体的提案がありましたら
ご記入ください。（建設的なご意見をお願いいたします。）

原則禁煙の条例をつくる。刑事罰及び行政罰を適用する。
歩きタバコは禁止にし、過料を設ける。

現在の条例の歩きタバコ自粛規定を、禁止規定に改正すべき。

過料を取る条例を設けるべき。

歩きタバコはマナーに訴えるだけではなくならないので、ルールを定めて路上喫煙を禁止する。

条例の強化が無理なら、効果的な啓発をお願いしたい。長期的な粘り強いPRを、多くの主体の
協働で行う。（アルタビジョンや映画館の前など）

名刺くらいの用紙にポイ捨て禁止などとソフトに書き、区民に配布してもらう。

禁煙の飲食店にステッカーを支給する。

音声ガイドを利用した啓発・宣伝方法を。

ポスターなどは効果的な場所に貼り、集中的に繰り返しPRする。

口頭では注意しづらいので、常時葉書大のちらしを持ち歩き、歩きタバコをしている人に配る。

自転車のかごに歩きタバコが危険だと書いたステッカーをつける。

大型商業施設等に館内放送で啓発放送をしてもらうよう要請する。

喫煙スポットの場所がよく分かるように、路面に表示するなど誘導をすべき。

小中学生に「路上喫煙は危険」というようなテーマでポスターを作成してもらい、コンクールで表
彰。

駅や交差点にPR広告を設置する。

標語を「そのタバコ、迷惑！」等に変える。

「喫煙所以外は全て禁煙です」「マナーが守れないなら吸わないで」等のキャッチコピーを用い
る。

私たち一人ひとりが「歩きタバコの防止」と「公の場所での受動喫煙の防止」を目に見える形（ワッ
ペン、リボン、ゼッケン）で表示することが必要。

歩きタバコをする人にはさまざまな人がいるので、出されたさまざまな案を試してみる。

課題別地域会議で話し合う。

禁煙マンション宣言の推進。

事業所での啓蒙活動が大切。条例を整備して区主導型で事業所を指導。

ひとつひとつできることから進める。

来街者に「新宿では歩きタバコをやめよう」と思わせる努力をしてほしい。

区内のたばこ販売店にどうするつもりか具体策を出させてほしい。

区内独自の消費税を課せば、タバコは区外で買われるようになる。

対策の案は既に出つくしているので実践あるのみ。

喫煙所は税金で作らずJTが作るべき。タバコを500円とか1000円にすれば資金になる。

「歩きタバコ」の禁止ではなく、「路上喫煙」そのものを禁止する。

なんでも役所に求めるのではなく、自分たちが何ができるかを議論すべきでは。

千代田区にできて新宿区にできないことが何かをリストアップ。

タバコによる被害者が納得するような徹底した分煙方法を考えてほしい。

迷惑にならない場所に喫煙所を整備・拡充する。

車の排気ガス同様、たばこを低公害化してほしい。



設問２ 今回、「新宿区歩きタバコ・フォーラム」に参加した感想をお聞かせください。

（選択肢） （人数）

ア　有意義だった　 21

イ　どちらともいえない　7

ウ　無意味である 0

エ　その他 0

無回答 5

★ 「ア」と答えた方のご意見

もう少し掘り下げが必要だ

多様な意見、現場の声を聞けた。

他人の意見を聞けたので自分の意見と比較できて有意義だった。区長の意見が聞けなかった
のは無意味だ。

実際に歩きタバコをしている人はここへ来ないので、どうやってそういう人に伝えるかが問題。マ
ナーかルールか、行政の姿勢が問われている。

タバコを吸う人も参加したほうが良い。

タバコを吸う人の意見が聞けないので、吸わない側だけで考えた案でよいのか疑問。

いろいろな人に強制的に発言させたのは面白い方法だが、どうしても発言してもらいたいのはJT
と歩きタバコの体験者。

いろんな具体策の提案が聞けた。

はじめて出席したが、過去3回のフォーラムの成果が「具体策の提案」となってまとまっていて感
心した。

歩きタバコの対策を講じることが有効であると分かった。

これまでの意見を集約した配布資料は、認識を新たにできたしとても分かりやすかった。

もっと議論すべきだという意見があったのが今回の救いだった。

★ 「イ」「ウ」と答えた方のご意見

港区、渋谷区等で効果が現れていないのれあれば、新宿はマナーではなくルール（過料をとる）
方向で考えてはどうか。

相変わらず見当違いの発言（禁煙にせよとか）が目立つのでは。

具体的といいながら具体的な発言が少ない。

★ 無回答の方のご意見
ルールを決めないと無理だと思った。千代田区方式を新宿区でもお願いします。

設問３ 「歩きタバコをなくそう！新宿フォーラム」への参加は…
（選択肢） （人数）
ウ　はじめて 9
イ　２回目 9
ウ　３回目 4
エ　４回目 8
無回答 3



設問４ 「ウ」とお答えの方にお伺いいたします。
「新宿区歩きタバコフォーラム」をどちらでお知りになりましたか？
（選択肢） （人数）
ア　新宿区広報 3
イ　ホームページ 5
ウ　ちらし　 0
エ　区からの案内 4
オ　その他 7

　　　・知人　　2
　　　・国民誰もが安心安全で健康でいられるようにする団体　　1

無回答 13


